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〈書評〉

西尾久美子著『京都花街の経営学j

(東洋経済新報社， 2007年9月刊， B 6判， 249ページ)
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I 

「なぜ350年も続くのか? 気鋭の経営学者が

5年におよぶフィールドワークを実施。京都花

告という fビジネスjの秘密をあざやかに解き

明かすJ と本書の帯に書かれているむ私の勤
務する大学もすでに創立350年を越え，もうす

ぐ370年を迎える。京都には，とにかく時空を

越えた長い人，組識の営みがここかしこに今日

まで続いている。なぜ，こんなに長く続くのか。

何かそれだけの理由があるはずだ。京都市内と

近郊の宇治に住み続けてかれこれ60年になる私

は，学生時代に花街でお世話になったこともあ

る。京都育ちの私には，この悠々とした時の涜

紅の中でしっかり生きてきた柳の芯の如き外柔

内艇の奥深い京都気質を育んだ土地柄について

少しは感覚的にわかるような気がするc そこに

社会科学としての軽営学というツールを使って

安 部 大 佳

fあてかいな，あて宇治的生まれどす一茶熔に入日しづ

もる在所かをー荒あらし震の中の出の装-J
(芥JIJ龍之介)* 

メスを入れたのが本書である。さて，大学の書

活で見つけたこの書物を見返すはずはない9 ま

ずは一気に読み，更に繰号返して読み，目下，

書評を書いている。西尾さんも生粋の京都入，

この京都の繊紹で奥深い花街をよくも 5年も京

女のしつこさで調べ尽くして本にしたものだ。

ただし，その根底には，着実なアカデミックな

研究の段階がしっかり搭まれている。評者は著

者に志のある京都人気賞をまさに惑とるのである。

さて，著者は下京に数代続く未穀商の家に生

まれ，京都府立大学女子短期大学部を卒業し，

民間金業に勤務後，議賀大学経済学部を経て神

戸大学大学院経営学研究科博士課程を修了。

f伝統文化産業におけるキャリア形成と制度一

京都花街の芸舞妓の事例-Jにより2006年に捧
土(経営学)を授与され，現在，同研究科

COE研究員であり，専門は経営組識論，キャ

ワア論である D 本書のイ患に f舞妓・芸妓のキャ

ワアJa日本労働研究雑誌JNo.549， 2006年
4月)， r伝統文化産業の事業システムー京都花
街の事例-J(神戸大学大学院経営学研究科

*，ホトトギスJ(大正10(1921)年6月)に掲載の
「春3匂jのうちの 2句。芥川は京都に遊んで，
花街のあるお座敷の女性iこ在所を需いたのであろ

う。その女(ひと)は，近郊のお茶どころ宇治の

生まれなのである。この京言葉(京都弁)に荷や

らほんのりした花街の興趣を惑と，毛、がほどける

のである。
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Discussion Paper 2006，言0.28，2006年 6丹)， 

f人の関を叡り持ち，洗練させるプロを育てる

“花街システムつ (WorksNo.78，第12巻第 4

号， r雇用・統治法制の新地平.]2006年10月)
および「関係性を通じたキャリア形成一京都在

街の芸舞妓の事傍-J(神戸大学大学説経営学
務究科 Dl幻lssionPaper 2006，珂0.49，2006年

11丹)などの論文があり，本書の核になった論

文である。著者と本書に関しては「著者に開

くJ(r日経ビジネス.]2007年11月5B号， 109 
ページ)， I著者インタビューJcr遺脊エコノミ
スト.]2007年12月4B号， 64ページ)やネット

に安料がある。また，本書に関するインターネッ

トの URLは，ht苧://ww初.kyoぉhanamachi.biz/ 

である。

それでは，本書の内容を見ていこう。

E 

本節では，読者に本書の全体f象を一瞥して貰

うため，日次を掲げる。なお，コラムにも花衝

を理解する助けとなる内容がまとめられている

ので揚げておく。

はじめに

第 1章 京都花街とは-業界の容徴と規模

第2章 芸舞妓さんとお茶屋と置屋一高麗技

能専門職の女性たち

第3章一見さんお断り-350年続く会員制

どジネス

第4章舞妓さんの一生一徹底した Q]Tに

よるキャリア形成

第5章 お財布はいりまへん一分業制度と叡

ヲiシステム

第 6章花街の評価システム一成果主義と

360度評錨

第7章 女車工場一働きながら学ぶしくみ

第8章 京都花街の経営学一超長期競争{憂位

性の事業システム

おわ均に

参考文献

コラム E那さん
コラム 「舞妓はん」に変身

コラム ミッキーとキティと舞妓はん

コラム 興行の事業システム一都おどり・宝

塚歌劇・吉本興業

E 

本節では， 13次に詰って各章の要点のみをま

とめ，紹介してゆく G

はじめに(1-4ページ〉

「会んで花街というところがずーっと続いて

きてはるんやろか? 今どきの若い若いおなご

の子が，しんどい修業を辛抱できて，なんで

ちゃーんと舞妓はんになれるんやろうか?J

( 2ページ)

本書は京都花街という「秘密の世界jを350

年近くの歴史を持つ{云統文化産業としてとらえ，

社会科学の視点から少しでもわかりやすくその

しくみを説明し，事業として継続してきた理由

を明らかにしよう，という目的のもとに書かれ

ている。また，京都花街の嵐情や需緒やその褒

雅なもてなしが，なぜ、現代まで続いてきたのか，

さらに，この「続くjというエッセンスは，競

争社会である現代のビジネスの世界でも役立つ

ものではないかということを， 5年にわたる実

地謡査に基づき，経営学の枠組みを用いて真撃

に考えてみようとして書かれたものである。

第 1章京蔀花告と誌 (13-35ページ)

「ほな，ご一緒しておくりやすか? うちも，

まだまだわからへんことが，ぎょうさんあり

まっさかいに，たいしたことは言えしまへんけ

ど，どうぞよろしう，おたの申しますJ(15 
ページ〉

まず， I花禽j と辻，芸妓さんや舞妓さんが

住み，彼女たちと遊べる庖がある街と定義し，

fはなまちjあるいは fかがしリと呼ばれてい

る，と書き始めている。京都には上七軒，祇冨

甲蔀，祇菌東，先斗釘，宮JIl匝工島原の花衝が

あち，島震を除いて 5花街と呼ぶ場合が多い

(祇菌甲蔀，抵匿東を祇園とすれば4花告とな

るだろう)。京都の入は「伝統と格式の祇圏軒
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〈おどりは，都おどり)J. r粋な先斗町(鳴JIIお 形)のお母さんのような高度技龍専門職の女性

どり)J. r気楽に楽しめる富市町(京おどり)J. が担ってきた，まさに地域産業である。本章で

「しっとち落ち着く上七軒(北野おどり)Jと特 は，花街という地域の伝統文化産業を支える上

徴を評しているようだo 5花街の芸妓さんの人 述の高度技能専門職の女性の仕事と仕事場につ

数は196入，舞妓さんの人数は77人，お茶屋の いて説明している。以下，舞薮さん，芸妓さん，

軒数は165軒 (2007年2丹288現在)であち， お茶室および、置屋の要点だけをまとめるc

芸妓さんは1955年の677人から2006年の202入と

減札舞妓さんは1965年の76人から若干の議少，

増加を経て2006年には74入となっている。

「花代J(起源は穣香1本の懲え尽きる時間で
の芸舞妓さんのお座敷に居る時間)= (移動時
間+お座敷での時爵)x時間単位，が計算方法
の原則だ。

さて，著者は自らの経験によってこの花代を

もとに京都立街全体の経諸規模の試算をしてい

る9 お座敷で芸舞妓さんと 2時廃遊べば，その

花代はケース・パイ・ケースだが，およそ 1人

当り25，000-35，000円になるだろうと想定。芸

舞妓さんは平均して夕方8時から12蒔頃までお

座敷をつとめるといわれているので，およそ，

l人当り 1810万円の売上になり，また，遠方

への出張やイベント(写真撮影会など)の臨時

の売上を加算すれば，平均. 1日当りの売上は，

12万円程度になるだろう。年に300日程度，座

敷に出て，譲動率80%とすれば，芸舞妓さん 1

人当りの年間総花代は， 12万円X3008XO.8= 

2，880万円であ札芸舞妓さんの人数辻273入

(2007年2月28日現在)だから. 2，880万円×

273人=78億6，240万円の売上規模を推計できる

と説明しているG なんと，京都花街辻年に約79

2章、円，ほほ80億円の経j斉規模を有していること
になる c ただし，これは花代だけであり，それ

以外の付帯的波及経済効果を加算すれば，この

2倍でほぼ160信円の金額となるだろう。

第2章芸舞妓さんとお茶屋と置屋 (37-65ページ〉

「おなごはんがぎょうさんおいやす世界を，

少し見せてもらえしまへんやろか。おじゃま

せえしまへんように，ょう気をつけますさかい

に，どうぞ，おたの申しますJ(39ページ)
京都花街は，芸舞妓さん，お茶屋や霊屋(屋

(1)舞妓さん:15豪からおよそ20歳くらい

までの女性で，本人のやる気と保護者の了解，

修業期間(年季〉ヲIき受けてくれる量屋があれ

ば，舞妓さんになれるa 年季の掲のすべての費

用は置屋が吉備をみてくれる。舞妓さんになり

たいという希望と努力を続ける意思，そして健

農な体が彼女たちの提供する資本なのだa 芸妓

さんがエキスパートでお座敷を窃り盛りするプ

ロとすれば，舞妓さん辻プロ見習い，インター

ンにたとえられるだろう。舞妓さんの衣装は，

江戸時代末期の京都の可娘の鼠俗といわれてお

り，昔から殆ど変化が見られない。舞妓さんの

技能の基本は舞(吉本舞踊)で，お窪敷で舞を

披露することが，専門であるが，それだけでは

ないa お座敷芸でのE本舞踊は「踊ち÷楽器の

濠奏+唄+お座敷のしつらえJ=もてなしの芸
事として成与立っている。もてなしのプロにな

るために芸事の習得以外にお客をもてなすため

の必須の気配りを学び，サーピス・プロフヱツ

ショナルとして「産持ちjに秀でるために専門

性を暑いている。

(2) 芸接さん:京都では「げいぎ」でiまな

く， rげいこJと呼ぴ，技龍に秀でお座敷をと
り仕切る技龍があるとみなされる女性に対する

職業的な呼び、名である。葬妓さんから芸妓さん

に変わる年令は大葬20議すぎで.22， 23歳で置

墨から独立し，独立自営業者である通称「自前

さんJとなる。
(3) お茶屋:お座敷をコーディネートする

職業で，風谷営業法の接待飲食業営業2号営業

に該当する載業である。この呼び名は，八坂神

社，北野社などへの参詣客のための茶富に由来

する己お茶室の経営者，通称、「お母さんJは，
お客の好みや利用の百的に毒わせて芸舞妓さん

や料理などを手配し，お座敷のしつらえを組み
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立てる，いわばイベントのコーデイネーター兼

プロテrユーサーのようなf支割をf旦っている D お

茶墨を開業する条件は，花街の'讃習に明るいこ

と花街にお茶屋を営業できるのに適当な建物

を持っていること，開業当拐から最買客を持っ

ていること，お客の立て替え払いができる

キャッシュフローを持っていること，芸舞妓さ

んをスムーズに手配できること，料理墨と繋が

りがあることなど，多方面にわたっている。

(4) 霊屋:屋形(やかた)，子方墨(こか

たや)と呼ばれ，期間と経費をかけて，いわば

タレントである舞技さんや芸妓さんを育て，お

茶屋へ送り出す芸詫プロダクションのような所だ。

花街には，芸舞妓さんたち全員を結ぶ姉妹関

採があり，先輩をお姉さんと呼び，置墨，お茶

室のお母さんを含めた関係は大きな家族関係，

つまり，疑似家族関集によって結ぼれているのだc

第3章 一更さんお産寄り (67-88ページ〉

[へえ，お座敷ではなんにも難しいことする

わけやおへんのどす。そやけど，どなたはんで

もお客さまになってもろうたらええ，というち

けではおへんのどす。いっき来てもうても喜ん

でもらえへんとあかんさかいに，知ってるお人

しかようおうけしまへんのどす。そやさかいに，

お客さまがうちとこを穫うてくれはって， r楽
しかった，おおきにjというてくれはって， tま

んまにうれいしおすJ(69ページ)
京都花街では「一見(いちげん)さんお断

りjは，生きた「しきたりjだ。その背景には，

次の3つのポイントがある。

(1 )長期掛け払いの意引捜行(債務不履行の訪

止に最展客は財布なしでお座敷で遊べる。遊

びにかかる費用一切をお茶屋が立て替え，後自

精算するしくみになっている。このような長期

掛け払いの高京引'慣行が江戸時代以来続いてい

る。この会計システムは，お客さんとお茶屋の

堅田な信頼関孫に基づいているむ

(2) もてなしというサービス(顧客の情報に基

づくサービスの提供):員虞客の好みが十分わ

かっているので，満足して喜ばれる「もて会

し」ができる。最展客以外の一見さんを断る理

由はここにある。

(3) 職住ー悼の女所帯(生活者と顧客の安全性

への詑意):お産敷はお茶屋にあり，そこは仕事

と生活の場を兼ねている。員展客以外の一見さ

んは，たとえ知名度や現金の支払いがあっても，

安全性の配慮から断る。これは員震客への安全

性へ配憲にもつながっているのだむ

これら主な3つの理屈による「一見さんお新

りjの'積雪は，長い霊史(/)中で必然的にできた

先入の知恵、なのだ。クレジットカードもなく，

与信機能を請け負う会社がない時代でも，高額

の取引が現金決済以外の方法で行なわれてお与，

このような取引慣行を取り入れ，信用ある最員

客に紹介された入だけが，新規の顧客になれる

システムであり，それゆえ，お茶屋で遊べるこ

とが，一つのステータスになるのだc あるお茶室

の最展客になれLf，そのお茶屋(通称「宿坊J)

を窓口として遊ぶという暗黙の了解がある。

第4章舞妓さんの一生 (9令-116ページ)

「お母さんやお姉さんのおかげで，少しずつ

少しずついろんなこと覚えさせてもろうて，何

とかようやくやってきたように思うんどす。そ

やけど，まだまだでき会あかんことがぎょうさ

んあるんどす。毎日，毎日，お勉強させてもろ

うてるんどすJ(ヲ1-2ページ〉
芸舞妓のキャリア・パス詰，およそ次の8段

階になる。

(1)仕込みさん:舞妓さんとしてデビュー

するまでの約 1年間の修業期間の名称。

(2) 見奮いさん:葬妓さんとしてデビュー

する日が決まると，見習い茶屋に毎日行って，

お座敷の様子を見せて貰う期慢の名称。

(3) r見世出しJ:舞妓さんとしてデビュー
する Bのこと。

(4) 舞鼓さんから約 1年後舞妓さんとして

京都の四季を過ご戸し，やや潰れてくる時期。

(5) 舞妓さんになり， 2-3年後:舞妓さん

として中堅から古参となり，後輩の面倒を見る

など，自分のこと以外に日記りができることが
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求められる時期。

(6) r衿蓄えjして芸妓さんになる:舞妓さん
になり 4，5年目， 20最前後で芸妓さんになる q

これを f衿替えJと呼び，お産敷で責任をもっ
て場を組み立てて，段取りすることができるよ

う，専門職としての責径が重くなる時期。

(7) 自欝さん芸妓さん:年季期間(通算5-

5年〉があけると，自前さんとなり，霊屋での

住み込み生活を終え， 1入暮らしを始め，自分

の花代で自分の生計を立てる時期。

(8) 蕩業後のキャリア・パス:自前さん〈の〉

芸妓さんは自分の意思でいつでも廃業できるG

その後，置屋やお茶屋のお母さんになるなど花

街で経営者となったり 在衝の近隣地域で欽食

業などサービス業を開業し，自分の技能や入脹

を活かすことも多いc また，結婚して第一義か

ら引退する入もいるD 一旦廃業後未婚であれば，

芸妓さんとして復活する事も可能だ。

第5章お財布はいりまへんな17-41ページ}

「そんな，なんにも難しいことはしてへんの

どす。お客さまが，喜んでくれはるように気

張らしてもらうんどすけど，まだまだ知らへん

ことがぎょうさんありまっさかいに，いつもみな

さんに教えてもろてるんどすJ(11少ー20ページ)
(1)長期の掛け払い:お茶屋を務用した後，

請求書は後日に属けられ，サービスの対輔の支

払い期5が詩には数か月後になるという長期の

掛け払い制度は，顧客の信用をベースにして成

り立つシステムだc クレジットカード払いとい

う制度がなかった江戸詩代から取引制度として

流布し，現在でも貴行として定着している。ク

レジットカードをお茶崖の支払いに集うことは

できない。クレジットカードの与信機能は通用

しないのである。この長期掛け払いにもとづく

顧客とお茶屋の取引制度は，お茶屋が顧客につ

いて与信する能力を持つことができる鎖度であ

る。そして，顧客に関する信用情報の蓄積こそ

が，お茶屋のメリットとして重要なのであり，

クレジットカード払いではこの貴重な信用皆報

を第三者であるクレジットカード会社に渡して

しまうことになるのだc

(2) 短期の支払い:一方，お茶室の取引業

者{科理屋，花屋や扇子屋など)への支払いは

通常， 1ヵ月単位でなされている。その支払い

は「きれいjである。取引業者のサービスに不

満があれば，先代から続く業者であっても取引

を打ち切る場合もある。

お茶屋のお母さんは，長期にわたり，顧客の

反応を見て，自分の持つ技量とそれに基づき提

供できる自分のサーどスを f見窪めJ，自分の
花街の中での技量の倍値設定をし，提供する

サーどスの「値決め」をしてきたのだ。つまり，

自分自身の百科きをお茶屋のお母さんは自らに

課してきたのである。自分の技量を見極めてこ

そ，耳目i業者の技能を呂科きでき， rアンバンド
リングJ(専門業者の分類)と「ワバンドリングj
(お茶屋が組み立てる)のメリットを活かし，最

上のサービスを提侯することができるのであるむ

第S章花街σ〉評酒システム (143-74ページ)
「うちら，むつかしいお話は，なんにもわか

らしまへんのどす。そやし，舞の一つも舞えへ

んと，せっかく来てくれほったお客さまに喜ん

でもらえまへんし，お姉さんらに恥かかせてし

まうんどすa お稽古させてもらわんと，気張ら

んとあかんのどすJ(145ページ〉
毎年正月明け，花街では芸舞妓さんが在校し

ている学校の始業式が行なわれ，ここで，前年

の売上成績の良いお茶室，芸舞妓さんが表彰さ

れるa 表彰は，売花奨励賞といわれ，花代の本

数によってランキングが発表されるむこの或譲

評価は年令に関孫なく行なわれ，成果主義が貫

録されている。このような売上実績による評倍

の指標は，芸舞技さんがお座敷に呼ばれた国数

;こ基づいて，もてなしのプロとしての能力を端

的に表現しているc 成績評倍基準の花代の売上

は，各在衝の f見番〈けんばん)Jを通じて管

理される。お茶屋はお座敷に来て糞った芸舞妓

さんのお花の本数を見番に届け，置屋も抱えて

いる芸舞妓さんがどこのお茶墨から荻頼された

かを見番に必ず届けるしくみになっているむお
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図表6-2 芸舞妓の技能とその形成にかかわる関係者の役割 (170ページ)

広義の技能

狭義の技能

基本的技能 部輿性 規 範

日本舞踊，三味線，鳴物， 場に応じた基本的技能の披 立ち居振る荒い，京言葉，
隠孫者 筈，顎(長唄・常磐i章・地 露，臨機応変の客あしらい， おfと粧，頭髪，着物，花禽

噴・小唄・撞唄)，茶道 雰囲気を見る の習慎，行犠作法

お客諜 評 悟

お客様〈晶員) 評笛・育成

お母さん
評価・育或 評笛・護民・育成 手本・評価・援訪・育成

(お茶室)

お母さん
評倍・膏成責任

評価・援助・育成責任 手本・評栖・警理・援助・育或責任
(見習い菜屋) (やや重しサ (やや重い}

議
お母さん 評値・育成責任 手本・評倍・管理・育成貢在|

{tJ， 〈置屋) (やや重い)
評価・育或責任

{重しミ)

家 お姉さん 手本・育成責任 手本・管理・育成責を 手本・評髄・管理・援爵・育或責壬

族
(査〉 (重しミ) (重しミ) (重しミ)

お姉さん 手本・援助・育成・競争 手本・評価・援助・育成

間 輩 手本・援助・競争

学校(師匠)
基礎教育責迂 経験がないため

手本，評倍，育成〔注)
(彰の指導) 指導できない

(注) 学校の稽古では行儀作法，京言葉，花街の序列に基づく立ち居握る舞い等の規範が必要となるので，基礎的技
能の習得中に，規範も育成される。

茶屋と置屋双方の花代の'請報は見番に集まり，

記録，集計される。花代ランキングは，お茶屋

のお母さんの営業成護表でもあるのだ。花街内

部で公開される花代の売上評価の情報は，花街

内部の取引の透明性の確保だけでなく，芸舞妓

さんに或果を自覚させ，やる気を起こさせる効

果もあるのだ。

芸舞妓さんが花代の本数をあげて評髄される

キーワードは. I産持ちjの良さである。
(1 )座持ちの能力:お産敷全体の場の雰囲

気をお客さんにとって楽しいものにすることが，

芸舞妓さんの重要な役嵩であり，そのためにお

産敷の「もてなしJをより長くする努力が必要
なのである。お座敷での状況判断能力こそが

「座持ち」の基本である。

(2) 座持ちの膏成:芸舞妓さんは，様々な

シチュエーションのお座敷を短期信に数多くこ

なすという仕事経験の質と量の豊富さによって

f座持ち」を若っていく。

(3) 座持ちの構成要素:伝統文化(芸事，持

に費，邦楽).上品さ(立ち居張る舞い，反正、

のよさ(受け答え，話術)，お客さんの反応を

見ること〈場を克ること)を通じてお客さんの

気持ちを察する(場を読む)のであり，それは
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時と場に応じた発露(そつのなさ)となるので

ある。

著者詰，本章のまとめとして「芸舞妓の技龍

とその形成にかかわる関係者の役割J(図表6-
2， 170ページ)を掲げている D 本図表は関係

者の役割分担を明確にしたものであり，本書に

とって大変重要なものなので ここに掲げておく。

第7章女紅場(176-200ページ〉

「うち，朝起きるのが，苦手どすねんD ない

しょやけと二めざまし三つほどつけて寝てるん

どすえ。そやけど，なかなか起きられへんこと

がょうあって，お姉さんが，あきれまがら，起

こしてくれはったりするんどすJ(177ページ)
「女紅場{にょこうば)Jは，芸舞妓さんが通

う学校のー穀名称となっている。学校とわかる

名称、がついているのは，抵匿甲蔀の「入坂女紅

場学冨j.先斗町の「鳴川学菌j，宮川町の「東

山女子学園jである。芸舞妓さんは現役中，女

紅場に在学することになっている口つまり，芸

舞妓さんはお座敷のプロであり，女紅場の生徒

であり，現役である限り卒業がないのだ。

女幸工場での芸舞妓さんの基本技能は， 日本舞

麗・長唄・小唄・常盤i章のような邦楽の唄，三

味線・鐘・太鼓・鼓・笹などの邦楽器の演奏，

立ち居援る舞いの訓練にもなる茶道は必須科目

だ。華道・絵画・俳藷など伝統文化に関するー

毅教養のような科自も教える所もある c このよ

うに開講科目は決まっているが，カリキュラム

のような正確な時間割はない。 rお締置さんj
の都合に合わせてお稽古の日と時間が決まるし

くみだ。お師匠さんは，各伝統芸能の家元や名

取などだが，お塵敷の現場経験が必要な科目で

は，芸舞妓さん経験者が先生になっている場合

もある。稽古は先輩順であり，後董は先輩の穫

吉を見て勉強するのだ9

芸舞妓さんが学校で学ぶメリットは，次の4

つである。

(1) r聖Jの統ーによる美しさ:r型j がそ
ろった美しい技能の発露ができ，集団としての

芸の質の向上につながること。

(2) 部異性の高い技能の発露:全員が学校で

お互いの技術レベルや性格を知っているので，

お座敷で協調しやすくなり，現場に合わせたよ

ち郎輿性の高い対正、ができること。

(3) モチベーション:芸舞妓さんがすべて集

まるので，お互いの技能レベルがよくわかり，

切瑳琢磐を促すことになり モチベーションが

高まること c

(4) 費用と議会:多人数で一度に芸事を学

べる機会が設けられているので，費用が安くな

ること。

以上のようなメワットがある女紅場辻，

Off-JTの場として，芸葬妓さんのお産敷誌

O]Tの場として， 2つの教育の場で学び，両

方の場の特性を理解した育成責任者の指導を受

けることで，技能教育が行なわれているのだ。

技能の発表の場は.r都おどりj，r鴨川おど
ちJ.r京おどりJ.r北野おどりjのような「掻
りの会J.つまり，学校の発表会であり，技能

発露の場として機能するとともに多忙さを体験

させ，新人の舞妓さんにとって犠くことのシピ

アな現実を体惑させる機会ともなっている。ま

た，新人の芸舞妓さんにとって語りの会は，自

分の技誌をきちんと設露することを試される機

会でもあるG 学校という学びの場と競りの会な

どの技詑発露のイベントと本人が自分の良さを

塵こうと自覚することが結び、ついて，いわゆる

fかしこさjが養われていくのである orかしこ
い妓(こはと辻，全体の中で自分のことがわ

かり，だからこそ自分のもち場を知り.1菌性を

塵こうと努力する芸舞妓さんのことなのである。

第8章京都在笹の経営学 (201-42ページ)

「うちひとりだけ，うちの置屋だ、けが気張っ

ても，あかんのどすわ。お客さまから，今度の

お座敷には，舞妓試ん30人そろえくれへんかと

いわれて，へえおおきに，だんどりさしてもら

います，といえへんと。お客さまのご希望に添

えるように，街全棒で気張らしてもらわへんと，

あかんのどす。うちち，運命共再体どすさかい

にJ(204ページ)
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最後の本章が，著者の本書における経営学か

ら考察した結論の章である。

マニュアルには書けない，人が入を気にかけ

る仁患いやりの情(こころ)Jこそが，京都花

街全体を支えている重要な指針であるいえよう。

このような京都花街が，なぜ，単に350年以上

の伝統を誇るだけでなく，環境の変化に直面し

ながらも競争力を維持しているのかむ著者の本

額は，その理由を「経営Jという視点から迫っ
ていることである。

以下に重要なポイントだけを取り上げ，まと

めてみよう 9

(1 ) もて立しの需要と供絵:京都花箭は会員

制震によって或り立つ，閉鎖的な市場であり，

供給されるサービスの質をよく理解し，評植で

きる人が継続的に適正値格でそれを購入できる

サービスがあるから，倍格競争につながらず，

適切な需要と供給のバランスが或り立っており，

価格競争で市場が撹乱されないからこそ，芸舞

妓さんという「もてなしJの担い手が長時間を
かけて育成されているのだc また，新規需要に

対してもお茶屋のお母さんは柔軟に対応しているc

(2) 地域援定の課金システム:京都花街では，

どこの地域の科理屋に芸舞鼓さんが呼ばれても，

割り増し料金はかからず，芸舞妓さんがお産敷

に仔くために霊屋を出た時から持間単位で花代

が計算される。つまり，お屋敷に同席する時間

と芸舞妓さんの移動の時間，すなわち，そのお

座敷のために芸舞妓さんが捜った時障の総和を

もとに花代が計算されるしくみになっている。

(3) 構報重視のソフト型産業:お茶室は，料

理を提供せず，お産敷という場所だけを貸し，

芸舞妓さんや科理に関する清報を集め，顧客の

噌妻子に応じてきちんと手配し， IもてなしJを
コーディネートする業務を続けている。つまち，

マーケティング信報を集め，市場からコンテン

ツの評舗構報を収集し，自らの顧客の噌好を京

映してそれらを顧客の要望以上のものに組み立

て販売している。お茶屋は情報重視のソフト型，

科理屋は設婿投資型のハード塑の業態であると

いえるむ

(4) 事業器門の戦略的選択:一市場特性の分析

にもとづく事業部門の戦略的な戦略は利用の頻

震をあげて顧客情報を収集し，サービスのアウ

トソース化でできるだけ酉定費用を削減すると

同時に，お茶屋パー{お茶室がパーを兼業する

業態)で小口の現金収入が常時入る方、法をとっ

たお茶室の選択はキャッシュフローから理にか

なったものであったむ

(5) 膏或制度と取引:人と人，人としくみ，

しくみとしくみという連関で情報お緊密なやり

とりがあり，つながりが出来上がっている。花

衝は，狭く住みにくい世界に見えるが，お互い

の緊密な'清報伝達があるからこそ，常に賓のチ

ェックがなされ，業界として価格競争ではなく賓

の向上を目指す遥正な取引が成り立つのである。

(6) 意患決定の主体.'花街は， 自営業者であ

る芸技さんのような個人やお茶室や置産会ど小

規摸な事業者の複合体であり，持定の人が全隼

を統括している組識ではない。全体としての意

思決定のしくみがないが，環境変化に適応する

ためと思われる共通の制度，たとえば，踊りの

会や芸舞妓育成のための学校制度がある G

実は，共通の制度があるが，全体としての意

思決定のしくみが明確で会いという一見合理性

に欠けるように見えることが，環境変化にあわ

せてしくみを作り，既存の制度の変化を促し，

京都花翁の競争力の源泉になっている，大きな

ポイントなのである G

(7) 京都在衝のダイナミズム:きちんとした

ものを提供し，それを顧客辻適切な価格で購入

し，常に顧客の満足度に気を記り，次のサービス

提換に活かす。常時有なわれているこのような

経営努力はシンプルだが，業界の一人ひとりが

しくみ作りにかかわり，それが自然に選択され，

業界の共同利益を生み出すダイナミズムとなっ

ているむまた，花告は環境変化に対応する方をも

っダイナミズムをもったピジネスの現場去のだ。

おわりに (243-6ページ)

f十数年という短期間にキャワアの節目をい

くつもくぐる，この節自のデパートのような経
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験が，現在，女性のキャワアへの関心とキャリ

ア形或に関連する制度を研究したいという意欲

につながっているJ(244ページ)
以上の引用にあるように著者ならではの迂屈

はあるが，それがかえって大きな糧として本書

へと結集した。まさに京都の女性として経営学

からアプローチされた汗の結晶である。このよ

うに本書誕生にまつわる経緯が述べられているむ

宮

本書は，新進気鋭の女性経営学者が京都の伝

統文化産業としての花街のビジネスに経営学か

らアプローチした新鮮味溢れる労作である。殊

に著者は，下京に生まれ育ち，現在も住んでい

て， しかも，幼い時から上方舞の稽吉を始め，

花街の麗りも見，京都の匂いがしみ込んでいる

生粋の f京女{きょうおんなりであるq 本書

を著すのに，まさに，打って付け，水を得た魚

のような感がする。そのような生粋の京都人が

350年以上連結と続く古都京都の花街という伝

統産業の実地讃査を行い，その調査結果を経営

学を使って分析した研究では，日本で犠矢の研

究ではなかろうか。

まず，本書に出てくる京都在衝ならではの多

彩なキーワードを専門用語として頭にインプッ

トしておかねば，本書は到底，理解することは

できないであろう。すなわち，

舞妓〈まいこ)さん，芸妓(げいこ)さん，

お母さん，お婦さん，呈那さん，男衆(おとこ

し)さん，お師匠さん，自前さん，見習いさん，

社込みさん，地方(じかた)さん，一見(いち

げん)さん，お茶震，置屋，見習い茶屋，見番

(けんぱん入宿坊，女紅場〈によこう iま).見

世出(みせだ)し，衿替(えりか)え，花ft.
売花，千社本L.割れしのぶ，おふく，勝山，半
襟(はんえり)，苦揚げ，おこぼ，左護(ひだ

りづま).年季，引き祝い，日朝包製茶，イ

ケズ，お化け，座持ち，などである。

著者は，ふんだんにこれらの専門用語を駆使

して，京都花街のビジネスにメスを入れ，解部

したのであるc その結論が，第8章花街の経

営学に結集されている。

本書を熟読して，評者が最も惑銘を受けたこ

とのみを書きしるして この書評を締め括りた

い思う。

それは，花信のどジネスが350年以上も続い

てきた理由の核心部分は，人に対する f思いや
りの清(こころ凡なのだ。サービス業で最も

大切な原点、は，患いやりの情をもって，心から

顧客を大切にもてなし満足して糞うことに尽き

るのではないか。とト(人材).モノ(財).カ

ネ(貨幣)，ネタ〈情報).技術(ワザ)という

経営資源の中で京都花街は，昔から最もとト

(人材)を大切にし，人への思いやり溢れる人

的ピジネスを続けてきたのだ9 人をもてなし，

最高の溝足を与える，つまり，もてなしの需要

が良く(翼手よし) もてなしの供給も良く

(売手よし)，社会からも喜んで貰える(世間よ

し)の，つまり，経営の基本である f三方よ
し」のどジネスを地で行っているから続いてい

るのである。京都花備のビジネスは.1いやしJ.
fコミニケーションム「もてなしJ，11言fflJ，
「取引慣行jおよび「伝統と革新」の総合ピジ

ネスなのである口金業経営者は，京都花街のビ

ジネス・モデルに学ぶべき所は多々あるだろう

し，学ぶべきと思われる。

最援に，著者の女性ならではの柔軟かっ鋭意

な感性を活かした研究，例えば，宝塚劇場に寵

する経営学からの研究，立立女子大学の経営の

誘究など，未開拓の研究にも是非，挑戦して戴

きたく患っている。若き著者の今後の研究を協

しみにして，指い書評を爵じたいと思う。

(ISBN978-4-492-50176-4 C3034 ， 

1，6∞円十税)

〈追記) 本書の壇めて短かい，いわばアブストラ

クト的な内容(約4，500字)が「文献解題j

(京都産業学センタ-r京都産業学研究i
第6号， 2008年3月)としてまとめられて

いる。

(受理 2008年1耳7日)


